


any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。
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アルチュール・ランボー／
中原中也訳『ランボオ詩集』
（1937年、野田書房）

ヴェルレーヌが描いたランボーの
スケッチ画が表紙に使われている。
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で、「大正十三年夏富永太郎京都に来て、
彼より仏国詩人等の存在を学ぶ」と書い
ています。1927年の中也の日記に、「世界
に詩人はまだ三人しかをらぬ。／ヴヱルレ
エヌ／ラムボオ／ラフォルグ／ほんとだ！
三人きり」「ラムボオつて人はほんとに素
晴らしいんだ」などの記述がみられます
が、この時期はとにかく頻繁にランボーと
ヴェルレーヌの話題が出てきています。

2人の詩人の存在は中也から見るととて

も印象的だったのでしょうね。

そうですね。当時、中也の恋人だった長
谷川泰子が、中也と富永が京都を歩いて
いる姿を見て、「ヴェルレーヌとランボー
のようだ」と回想しています。彼らの中で
2人は憧れの存在だったのでは。また、中
也やその周辺の仲間たちの間で、ラン
ボーやヴェルレーヌをはじめとする象徴
派の詩人を紹介する本『表象派の文学運
動』（岩野泡鳴訳）がはやっていました。若
き日の中也たちは、このような書物を通じ
てフランスの詩人たちについての知識を
深めていきました。

今回の展示で紹介するアルチュール・ラ

ンボーとポール・ヴェルレーヌについて

教えてください。

ランボーとヴェルレーヌはともに象徴派
を代表するフランスの詩人です。
ランボーは1854年に、フランス北部の
シャルルヴィル（現・シャルルヴィル-メ
ジエール）で生まれ、1891年に37歳の若
さで亡くなりました。少年時代から文才を
発揮し、すでに詩人として活躍していた
ヴェルレーヌに自作の詩を送ります。この
時、ランボーは16歳。ランボーの早熟な
才能を見抜いたヴェルレーヌによって、
ランボーはパリに呼び寄せられます。詩
人として活動した期間は約5年と大変短
く、21歳頃には詩作から離れています。ラ
ンボーが残した作品は少なく、韻文詩が
約60篇、のちに『イリュミナシオン』とし
てまとめられた散文詩が約40篇、そして
ランボー自身が出版に関わった唯一の刊
行書である散文詩集『地獄の季節』のみ
です。世に送り出した作品は少なくとも、
現代においてもランボーは詩人として名
を残しており、世界中に影響を与えた詩
人といえます。

一方のヴェルレーヌはランボーより10歳
年上で、1844年にシャルルヴィルにも近
いフランス北東部のメッスという町の裕
福な家庭に生まれ育ちました。1896年、
51歳で亡くなっています。少年時代の
ヴェルレーヌは優秀でしたが、文学に目
覚めて成績が悪化します。少し中也に似
ていますよね。ヴェルレーヌは14歳の時
に、『レ・ミゼラブル』で知られる作家、ヴィ
クトル・ユゴーに自作の詩を送ります。22

歳で第一詩集『土星びとの歌』を刊行。そ
の後も『艶なる宴』『優しき歌』『言葉なき
恋歌』『叡智』など数多くの詩集を出し、
生涯で約540篇の詩を残しました。日本
でよく知られている翻訳には、上

うえ

田
だ

敏
びん

訳
の「秋の日の　ヴィオロンの　ためいき
の」で始まる「落葉」や、堀

ほり

口
ぐち

大
だい

學
がく

訳の「巷
に雨の降るごとく　わが心にも涙ふる」な
どがあります。ヴェルレーヌの詩だとわか
らなくても、なんとなくそのフレーズは聞
いたことがあるという人も多いかもしれま
せん。上田敏や堀口大學などの名訳が
あってこそ、ヴェルレーヌの魅力が日本に
伝わったという側面もあったと思います。
今の日本ではヴェルレーヌよりランボー
の方が読まれている印象ですが、明治か
ら大正時代にかけてはヴェルレーヌの方
が広く読まれていました。
2人がパリで出会った時にはヴェルレーヌ
は既婚者でしたが、ランボーとヴェルレー
ヌは恋愛関係になり、ブリュッセルやロン
ドンで共同生活を1年ほど送ります。徐々
に諍
いさか

いが絶えなくなって、最終的にはブ
リュッセルの地で口論の末にヴェルレー
ヌがランボーに発砲、怪我を負わせてしま
います。ヴェルレーヌは逮捕されて入獄、
2人の関係は破綻しました。出所後、ラン
ボーに会ったヴェルレーヌは、ランボーか
ら詩の原稿を託されます。後に、それらの
原稿は1冊の詩集にまとめられ、『イリュミ
ナシオン』として出版されました。2人が
会ったのはそれが最後だとされています。

への探求心などを海に投影して書かれた
作品です。
ランボーといえば『地獄の季節』のような
散文作品がよく知られています。詩を書
き始めた頃は、形式を持った韻文詩を書
いていましたが、徐々にそこから脱却し
て、伝統的な詩のスタイルから一歩踏み
出した作品を作るようになります。自由詩
の先駆者ともいわれ、後にシュルレアリ
スムやダダイスムにも影響を与えました。
中也の帽子をかぶった有名な肖像写真
（p. 6写真）は、ランボーを真似たスタイル
だと言われています。詩だけでなく、新し
い詩人像としてのランボーに魅かれたの
ではないでしょうか。

中也はすでに亡くなっている2人の詩人

をどのようにして知ったのでしょうか?

1924年、中也は17歳の時に京都で詩人の
富永太郎と出会います。その富永を通し
て、中也はランボーとヴェルレーヌを学び
ます。富永はフランス語に堪能で、フラン
スの詩についての知識も非常に豊富でし
た。中也は「詩的履歴書」という文章の中
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西洋詩に学ぶことで 西洋詩に学ぶことで 
日本の近代詩は 日本の近代詩は 
大きく発展した大きく発展した

当時の日本ではフランスの詩はどのよう

に受け取られていたのでしょうか?

明治以降、フランスの詩に限らず西洋の
詩に学ぶことで日本の近代詩は大きく発
展していきました。明治後半からランボー
やヴェルレーヌの詩も訳され始めます
が、上田敏や永
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など、日
本の近代詩の礎を作った詩人たちも翻
訳をしています。ランボーは昭和に入っ
てから（1930年以降）、さらに翻訳される
ことが増えます。小林秀雄がランボーの
翻訳詩集『地獄の季節』を出版したのは
1930年（昭和5年）。中也も詩人としての
歩みと並行して、ランボーの翻訳詩集『ラ
ンボオ詩集《学校時代の詩》』（1933年）、
『ランボオ詩抄』（1936年）、『ランボオ詩
集』（1937年）の3冊を出版します。これら
の翻訳詩集はランボー受容史の流れの
中で見るとまだまだ初期の方になります。

2人の関係は、とても激しく短く終わります
が、ランボーの詩人としての活動はほぼ
ヴェルレーヌと一緒だった期間ということ
もあり、2人の人生を語る上では、お互い
は欠かせない人物だったといえます。

ヴェルレーヌ＝音楽性 ヴェルレーヌ＝音楽性 
ランボー＝自由詩の先駆者ランボー＝自由詩の先駆者

2人の詩の特徴はどのようなところにあ

りますか?

ヴェルレーヌは、詩において音楽性を追
求したと言われています。ヴェルレーヌ
は詩「詩法」の冒頭で「何よりもまず音楽
を」とうたい、「そのために奇数脚を好め」
と続けています。奇数脚とは、詩の1行の
音節数が奇数で成り立っている技法を指
します。伝統的なフランス詩は安定感を
感じさせる偶数脚であったのに対して、
ヴェルレーヌは、奇数脚のリズムが生み
出す不安定さに音楽性を見出しました。
ランボーの初期作品にして代表作に「酔
いどれ船」があります。中也訳は、「私は不
感な河を下つて行つたのだが、」で始まり
ます。語り手である主人公の「私＝船」が、
操縦者を失い、大海原を漂流していく様
子が描かれますが、その過程で、様々な
イメージが繰り広げられていきます。この
詩を書いた時、ランボーはまだ海を見た
ことがなく、書物などから得たイメージを
元に海の様子を想像して書いていまし
た。支配からの解放、放浪、未知なるもの

◎何気ない、ただの日常が何だかすごいことになって、とにかくおもしろい!!  （「ミスしゃっくりの幸せな一日」より）
◎同じ空を見ても、中也と私では見えるものが違うんだろうな…。 （テーマ展示「空の歌」より）
◎心地よいピアノの音色に日頃の不安や寂しさを一時忘れることができました。 （「小林愛実ピアノ・リサイタル」より）
◎不思議なファンタジー。人形なのに表情を感じた。 （「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」より）
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【表象派の文学運動】　イギリスの詩人、アーサー・シモンズによって1899年に書かれた、フランスやベルギーの象徴主義の詩人を紹介した本。象徴主義とは、客観的、
写実的な描写に反し、暗示的な象徴を用いて、内面世界や神秘的な世界を描こうとした文学運動。

わかる！
キーワード

アルチュール・ランボー　Arthur RIMBAUD
1854年、フランス北部のシャルルヴィルに生まれる。少年時代から
文才を発揮し、16歳で代表作「酔いどれ船」を引っ提げ、パリの詩
壇に登場。早熟な才能を認められるも、21歳で詩を放棄。その後、
貿易商人としてアフリカなどで暮らすが、1891年に37歳で病没。

ポール・ヴェルレーヌ　Paul VERLAINE
1844年、フランス北東部のメッスに生まれる。音楽性に富
み多彩な韻を踏んだ詩を約540篇、代表作となる詩集『土
星びとの歌』『叡智』をはじめ数多くの作品を残す。獄中でカ
トリックに改心するが、次第にアルコールに溺れる生活を送
る。晩年は若手文学者から「デカダンの教祖」として尊敬を
集めた。1896年没。
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photo: 谷 康弘



中原中也 18歳頃
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詩に音楽性を求めていたのと同じように、
中也も詩作にあたって音楽性やリズムを
とても大切にしていました。例えば「汚れ
つちまつた悲しみに……」は、普通なら
「汚れちまった」の7音の言葉ですが、そ
こに「汚れつちまつた」というように「っ」
を入れることであえて8音にしています。
リズムの変調を入れるあたりが、音を意
識している表れでもあり、中也とヴェル
レーヌとの共通性を感じます。
また、ヴェルレーヌの詩は音楽になって
いるものが多く、ヴェルレーヌの詩にイン
スピレーションを得て、ドビュッシーが
「月の光」を作ったと言われています。そ
の他にも多くの作曲家たちが、ヴェル
レーヌの詩を元に曲を作りました。中也も
音楽団体「スルヤ」の作曲家たちに作曲
をしてもらっていました。音楽との関わり
という点でもヴェルレーヌと近いものが
感じられます。
詩の内容自体にもヴェルレーヌの詩から
の影響がみられます。中也の詩「帰郷」の
最後に、「あゝ　おまへはなにをして来た
のだと……／吹き来る風が私に云ふ」と
いう一節があります。訳し方によって多
少は違いますが、ヴェルレーヌの詩にあ

中也がフランスの詩に出会って翻訳詩集

を出すまでに10年も経っていないんで

すね。

中也は大変な熱量でフランスの詩に向き
合い、熱心にフランス語の勉強を重ねま
した。中也は1925年に上京し、その翌年
には語学学校のアテネ・フランセに通い、
1931年～33年にかけて東京外国語学校
で本格的にフランス語を学びます。中也
はフランス詩人の存在を知った初期の頃
から、原文の『ランボー著作集』や『ヴェ
ルレーヌ全集』を入手していました。中也
が実際に読んだそれらの詩集は残念なが
ら現存していませんが、残された写真か
らは、辞書を片手に訳した言葉を、詩集
に書き込みながら読んでいた様子がうか
がえます。富永から東京大学仏文学科に

葉を使って訳されるわけなので、タイトル
ひとつとって見ても、訳者によって全然
違ってきます。ランボーの詩「サンサシオ
ン」は直訳すると「感覚」ですが、永井荷
風は「そぞろあるき」、中也は「感動」と訳
しています。中也は詩人としても、翻訳者
としても優れた言語感覚を持ち合わせて
いました。訳す言葉を選びとる、言葉選び
ひとつで全く変わってくるところが、訳詩
の面白さだと思います。中也は当時、白水
社の『模範仏和大辞典』という辞書を使っ
ていましたが、その辞書に出てくる訳語
が中也の訳に直接反映されていたり、さ
らには中也自身の詩にもその影響が表れ
ていたりすることもあります。翻訳を介し
て育まれていった、中也の詩の独自性や
詩人としての中也の魅力について感じて
いただきたいです。
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特別企画展
 「中也とランボー、
  ヴェルレーヌ」
2024年8月1日（木）～9月23日（月・休）
会場：中原中也記念館　
［入館料］　（　）内は20人以上の団体料金
一般 330円（275円）╱大学生 220円（165円）
18歳以下・70歳以上無料

中原中也翻訳原稿／ポール・ヴェルレーヌ 「木馬」
（「ノート翻訳詩」より）

中原中也翻訳原稿／アルチュール・ランボー 「わが放浪」

中原中也翻訳原稿／アルチュール・ランボー 「母音」

中原中也翻訳原稿／アルチュール・ランボー 「感動」

入学したばかりの小林秀雄を紹介され、
ヴェルレーヌの翻訳を多く残した河上徹
太郎とも親しく交友を結びました。こうし
た仲間との間で訳を見せ合うなど、お互
いが切磋琢磨する中で成長していった部
分も大きいと思います。

中也は詩作にあたって 中也は詩作にあたって 
音楽性やリズムを 音楽性やリズムを 
大切にしていた大切にしていた
中也は2人の詩人からどのような影響を

受けたのでしょうか?

中也が翻訳をしたのはランボーの方が圧
倒的に多いですが、中也自身の作品に見
られる影響は、ヴェルレーヌからの方が
より大きく感じられます。ヴェルレーヌが

富永太郎がフランス詩を
書き写したノート
富永を通して、中也は
フランス詩人の存在を学んだ。
富永太郎「フランス詩ノート1」（県立神奈川近代文学館蔵）
中也ものちに翻訳したランボー「母音（Voyelles）」の原文

『模範仏和大辞典』
（1921年初版、白水社）

中也が使っていた仏和辞
典（旧蔵本は現存せず）。

◎あまり見ない中也の短歌についてよく知れたし、たくさん触れられてよかった。 （企画展Ⅱ「中也と短歌」より）
◎山口にいると寄席まで行く機会も少ないのでおもしろく観れました。 （「特撰落語名人会」より）
◎ダダに興味があり、偶然このような企画をみることができたのでよかった。 （企画展Ⅰ「ダダイスト中也のノート」より）
◎とても素晴らしい舞台でした。大ファンになってしまいました。最高!!  （「ミスしゃっくりの幸せな一日」より）

る「─どうしたのだ?　御前は又／涙許
り流してゐて。／御話し、さあ、御前の青
春は／どうしたのだ? 」（『叡智』第3詩群
第6番／河上徹太郎訳『叡智』1935年、
芝書店）という部分に、ヴェルレーヌの影
響が指摘されています。 

翻訳の世界では、同じ翻訳者が同じ作品
を何度も訳し直して、少しずつ手を加えて
ブラッシュアップしていくことがあります。

中也は1937年に『ランボオ詩集』を出版し、
その直後に亡くなっていますが、長生きし
ていたら、ランボーの詩に取り組み続けて、
さらに納得がいくような洗練された翻訳
を発表したかもしれません。中也の翻訳は
独特で、中也の詩であるかのように感じら
れることもあって、訳詩と中也自身の詩が
混然一体となっている感じが、中也訳の
大きな魅力であると感じます。この時の中
也にしかできない訳が『ランボオ詩集』と
して結実しているのだと思います。

彼らの詩を翻訳することで中也は詩人と

して成長していったのですね。

中也は翻訳行為を通して2人の詩に深く
向き合うことで、自らの詩精神を大きく育
みました。翻訳は訳者の血のかよった言

中
也
は
2
人
の
詩
に

深
く
向
き
合
う
こ
と
で

自
ら
の
詩
精
神
を

大
き
く
育
ん
だ

P R E S E N T
特別企画展「中也とランボー、
ヴェルレーヌ」のパンフレットを
プレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は、住所・氏名・年齢・電話番
号・e-mail等の連絡先、今号の「any」の感想をご記
入の上、7月31日（水）までにハガキ（当日消印有効）・
FAX・e-mailでご応募ください。

特別企画展
「中也とランボー、ヴェルレーヌ」
パンフレット（3名）

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（公財）山口市文化振興財団
「any vol.128 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

中原中也翻訳原稿／ポール・ヴェルレーヌ
「Ｖ（たをやけき手の接唇くるそのピアノ）」（「ノート翻訳詩」より）

この
資料に
 注目! 

この
資料に
 注目! 

◎中也が文字で表現した空の美しさを自分も感じることができました。 （テーマ展示「空の歌」より）
◎美しい音色に心が洗われると同時に、小林さんの気迫に圧倒されました。 （「小林愛実ピアノ・リサイタル」より）
◎銭天堂の世界にすっかり入り込んで観てしまいました。人形の1人1人にしっかり命を感じました。 （「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」より）
◎ダダイズムの歴史的背景が知れてよかった。 （企画展Ⅰ「ダダイスト中也のノート」より）
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◎落語と講談は日本の宝ですね。趣の違う話芸ですが素晴らしい。 （「特撰落語名人会」より）
◎軽やかに美しく弾かれる姿に見入りました。 （「小林愛実ピアノ・リサイタル」より）
◎次は何をするんだろうとワクワクしっぱなしでした。ミスしゃっくりに幸せをもらえた1日でした。 （「ミスしゃっくりの幸せな一日」より）
◎好きな短歌を見つけることができた。 （企画展Ⅱ「中也と短歌」より）

◎紅子さんがとてもリアルで迫力があった。 （「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」より）
◎とても滑らかなタッチで、キレイでうっとりする音色でした。 （「小林愛実ピアノ・リサイタル」より）
◎憧れの笑点メンバーのお話を聞けていい時間になりました。 （「特撰落語名人会」より）
◎ミスしゃっくりに幸せをもらえた1日でした。 （「ミスしゃっくりの幸せな一日」より）

8月にワイカムシネマにて、世界中の映画祭を席
巻した衝撃作「関心領域」（原題：The Zone of 

Interest）を上映予定です。第二次世界大戦中、
ポーランドのアウシュヴィッツ強制収容所の隣で平
和な生活を送る家族の日々の営みを描いた本作。
漆黒と真っ赤な花が印象的な表紙は、米アカデ
ミー賞ノミネートを記念して映画会社A24が製作し
た限定ポスターのデザインが使われています。中を
開いていくと、黒地のページには、歴史のリサーチ
や撮影方法、音楽など、監督のこだわりの“理由”
が浮き彫りになっています。私たちの“関心領域”
を確実に広げてくれる一冊です。

亀井聖矢　KAMEI Masaya

2001年生まれ。愛知県出身。4歳よりピアノを始める。19年、
第88回日本音楽コンクールピアノ部門第1位、及び聴衆賞受
賞。第43回ピティナ・ピアノコンペティション特級グランプリ、及
び聴衆賞受賞。22年、ロン=ティボー国際音楽コンクールにて
第1位を受賞。併せて「聴衆賞」「評論家賞」の2つの特別賞
を受賞。ヴァン・クライバーン国際ピアノコンクールセミファイナ
リスト。これまでに、N響、読響、東響、東京フィル、日本フィル、
関西フィル、京響など、国内の主要オーケストラと共演。

星空と夜風に誘われる、 
夏の野外上映会

中央公園で映画を楽しむ夏の恒例イベント

「真夏の夜の星空上映会」。今年もお盆前

に3日間開催します。アニメーションやドキュメ

ンタリー映画など、親子連れからお年寄りまで

楽しめる参加しやすい上映ラインアップに加

え、美味しい飲み物や食べ物の屋台も集合 !! 

頬をなでる夜風は心地よく、思い思いに飲ん

だり食べたりしながらみんなで一緒に映画を

観るあの時間は格別。きっとあなたの夏の思

い出を彩ることでしょう。

雨の下でも晴れやかに
詩の朗読を好んだ中也にちなんで、中也の

誕生日である4月29日に行われている「空

の下の朗読会」。ここ数年の連続の雨天開

催に「今年こそは!」という願いも届かず、“空

の下”ではなく屋内での開催となりました。足

元が悪いなかでも会場は満席。今年も多くの

方にご参加いただきました。

亀井聖
ま さ

矢
や

（ピアニスト）

幸せな2日間でした。

国内外で活躍中の最も旬な演奏家らによる、室内楽コンサートの新シリーズ第2弾として、ロン=ティ
ボー国際音楽コンクールにて優勝するなど、今、世界が注目する俊英ピアニスト、亀井聖矢さんを迎え
てソロ・リサイタルを行いました。また、コンサート翌日には、市内の支援学校2校を訪問し演奏を披露
してくださいました。初めて訪れた山口で、亀井さんはどんな時間を過ごされたのでしょう?

「DYNAMIC賢者の音Ⅱ～亀井聖矢ピアノ・

リサイタル～」で人生で初めて山口県を訪

れました。到着した際に雪が降っていて、東

京よりもかなり寒くて驚いた記憶があります。

ショパンの「舟歌」、「ドン・ジョヴァンニの“お

手をどうぞ”による変奏曲」など、初めてお客

様の前で弾く曲が多かったのですが、皆様が

温かく迎えてくださったおかげで、とても良い

雰囲気で演奏会を終えることができました。コ

ンサートの翌日にはアウトリーチとして初めて

学校で訪問演奏をしました。「ようこそ亀井聖

矢さん」と大きく書かれた手書きの横断幕

に出迎えられ、子どもたちも集中して演奏

を聴いてくれました。個人的にはこれが21

歳最後のステージでもあったのですが、子

どもたちに喜んでもらえたおかげで、22歳

も頑張ろうと身が引き締まりました。余談で

すが、演奏会後に地元の居酒屋で食べた

あじみりんやお刺身がとても美味しかった

です。演奏会はもちろんですが、美味しい

食べ物にも恵まれ幸せな2日間でした。ま

た機会があればぜひ山口に伺いたいです!

ロシアの文豪ドストエフスキーの『罪と罰』を読んだことがありますか。ロシア文学、長編、古典と読むのに
躊躇する要素満載で、なかなか手が付けられません。でも私はこの本を読んで安心しました。こんな有名な
作家たちも読んでいないのだと。ただ並の人間と違うのは、未読の作家4人で集まって、もう読まずに読
書会を開催しちゃおうとなるところです。
断片的な情報だけであーでもない、こーでもないと推理した内容はおもしろく、私のような並の人間はすっ
かりそれで読んだ気になってしまいました。後半は読後の感想になるのでネタバレ注意ですが、読書には
色んな楽しみ方があるのだと思わせてくれる1冊です。

上山麻実子（山口市立中央図書館　職員）

1部では、参加者が自作

の詩や好きな詩を自由に

持ち寄り、朗読を披露。2

部のミニライブでは、歌手

の深川和美さん、ピアニ

ストの谷川賢作さんによ

る軽やかで心地よい演奏

に加えて、詩人の和合亮

一さんの朗読にあわせて

谷川さんがピアノの即興

演奏を披露。熱のこもっ

たパワフルなパフォーマン

スに会場の温度がさらに

あがっていきました。

続いて行われた中原中也賞贈呈式では、授

賞者の佐藤文香さんに贈られる拍手が温か

く、新しい中也賞詩人の誕生を祝う清 し々い

空気とあいまって、ご本人も参列者の顔も、

とても晴れやかでした。

過去の開催の様子　photo: 谷 康弘

【あらすじ】 21歳の主人公・杏は、幼い頃から母親に暴力を振るわれ、10代半ばから売春を強いられて、過酷な
人生を送ってきた。ある日、覚醒剤使用容疑で取り調べを受けた彼女は、多々羅という変わった刑事と出会う。
大人を信用したことのない杏だが、なんの見返りも求めず就職を支援し、ありのままを受け入れてくれる多々羅に、
次第に心を開いていく。コロナ禍で露わになった、社会的弱者に焦点を当てた社会派ドラマ。

 「あんのこと」
（2024年／日本／113分／カラー）
［監督］入江 悠

平凡に生きたいと願った杏。映画を観た後、

何が正しいのか、何が間違いなのか、正解を

求める人は多いと思います。そして自分の価

値観の中で納得できる答えを探してしまうか

もしれません。

「あんのこと」は元気がない時に観ると落ち

込む映画ではなく、杏が実際にいたことを忘

れないために作られた作品です。

前原美織（YCAMシネマスタッフ）

「ぜひ、試写していただきたい作品です！ で

も、元気な時に観てください」と、映画会

社から連絡があった本作。さらに、75歳か

ら生死の選択権を与える制度が執行され

た近未来の日本を描き、物議を醸した映画

「PLAN75」のキャスト、スタッフが製作に

携わっています。元気があっても辛くなる予

感を抱きながら試写しました。決して穏やかな

気持ちで鑑賞できる作品ではありませんが、

コロナ禍の終息に向き合う今だからこそ、観

るべき作品です。

本作では、コロナ禍で実際に起きた事件をも

とに、未来を閉ざされ、社会が見落とした一

人の少女・杏（あん）の姿が描かれます。ただ

2024年7月22日（月）～8月4日（日）
※上映開始時間等はお問い合わせください。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］一般 1,400円
 any会員・25歳以下・特別割引 1,000円

アーティストから聞いたこぼれ話、
映画や本の情報など、
旬のお便りを詰め込んで、
あなたのもとへお届けします。

キャンプをしながら聴きたくなる曲
トラックメーカー/MPCプレイヤーであるSTUTS（ス
タッツ）と、ギタリストであり歌手である長岡亮介が、
四季が彩る自然の色からつけられた「和名の色」
をテーマにした楽曲。STUTSの心地よいビートメイ
クに、風景や自然、植物や空間にある様々な色を
歌詞にした2人の歌声が重なり、1年を通じて色々
な場所へ旅行しているような気分で音楽が進んで
いく。普段の日常から離れ、屋外で食事でもしなが
らこの曲を聴くと、いつも見ている風景にも沢山の
色が名付けられていることに気づき、豊かな感性に
触れられる。自分ではどんなものにどんな色を見つ
けることができるか、過ぎゆく四季の中の一時に考
えてみたいと思う、そんな1曲。

中上淳二（YCAM音響スタッフ）

STUTS & 長岡亮介

「いろどりのうた」

『『罪と罰』を読まない』
岸本佐知子、三浦しをん、
吉田篤弘、吉田浩美 著
2019年／文藝春秋

■ 真夏の夜の星空上映会2024
2024年8月9日（金）～11日（日・祝）
各日19:30～
会場：中央公園（山口情報芸術センター前）
［上映作品］  ※10、11日は日本語吹替版

8月9日（金） 「走れ! 走れ走れメロス」
8月10日（土）「ミニオンズ フィーバー」
8月11日（日・祝）
　  「ダンジョンズ&ドラゴンズ
　    アウトローたちの誇り」
［料金］無料 ※12歳以下は要保護者同伴　

谷川賢作

深川和美

和合亮一

© 2023『あんのこと』製作委員会

『関心領域』パンフレット
（2023年／アメリカ・イギリス・ポーランド／ 

監督：ジョナサン・グレイザー）
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◎「ダダさん」ってなんか可愛い呼ばれ方ですね。 （企画展Ⅰ「ダダイスト中也のノート」より）
◎初めてしっかりと生でみる人形劇でとても入り込めて楽しかったです。 （「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」より）
◎細部まで研ぎ澄まされた感性。人柄も全部ひっくるめて、素晴らしいの一言に尽きます。 （「小林愛実ピアノ・リサイタル」より）
◎奥が深い詩の世界が、空の写真と丁寧な解説で案内されていてよかった。 （テーマ展示「空の歌」より）
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